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一
首
目
、
ア
イ
ガ
ー
北
壁
を
過
る
昼
の
三
日
月
は
、
そ
れ
だ
け

で
詩
的
幻
想
を
か
き
立
て
る
。
こ
こ
で
は
生
も
死
も
境
界
が
な
い

よ
う
な
感
覚
だ
ろ
う
。
上
の
句
の
既
視
感
を
払
拭
す
る
に
は
、「
覗
き
に
」と

限
定
せ
ず
む
し
ろ「
覗
く
か
」と
疑
問
形
に
し
た
方
が
現
実
の
光
景
と
し
て
実

感
さ
せ
る
。
二
首
目
、木
洩
れ
日
に
自
分
の
影
も
紛
れ
て
揺
れ
て
い
る
の
は

シ
ュ
ー
ル
な
絵
の
よ
う
。
存
在
の
淡
さ
は
紛
れ
た
結
果
の
感
覚
な
の
で「
紛

れ
は
か
な
し
」と
し
た
い
。
三
首
目
、
初
句
と
三
句
は
や
や
説
明
的
だ
が
、

「
口
笛
」が
活
き
活
き
し
て
い
て
作
者
と
鶯
と
の
交
感
の
悦
び
を
伝
え
る
。

夕
涼
み
縁
台
出
し
て
差
し
将
棋

多
数
決
私
の
意
志
が
通
じ
な
い

落
下
点
見
え
ぬ
ミ
サ
イ
ル
電
車
止
め

身
と
心
欲
し
が
っ
て
い
る
甘
い
物

見
な
い
で
ね
マ
ネ
キ
ン
だって
着
替
え
中

下
手
な
字
も
味
あ
る
個
性
主
張
す
る

故
郷
の
思
い
出
に
居
る
若
い
父
母

矢
印
に
届
か
ぬ
迷
路
ク
イ
ズ
欄

街
な
か
に
若
き
思
い
と
花
を
待
つ

認
知
症
忘
れ
な
草
を
あ
な
た
に
も
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仮
の
世
を
ひ
ょ
い
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覗
き
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ガ
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壁
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ぎ
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勝
田
台
北
）
田
巻　
幸
生

ち
ろ
ち
ろ
と
木
漏
れ
日
揺
れ
る
鋪い
し
み
ち道
に
私
の
影
も
は
か
な
く
紛
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吉　
　
　
橋
）
宮
谷
あ
や
子

鳴
き
真
似
て
口
笛
吹
け
ば
仲
間
か
と
樹
上
の
う
ぐ
い
す
鳴
き
交
わ
し

く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
田
新
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）
諏
訪　
俊
一

黒
揚
羽
芽
吹
き
の
遅
き
山
椒
に
し
ば
し
揺
蕩
い
や
が
て
去
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
台
北
）
水
野
太
佳
代

さ
そ
わ
れ
て
春
風
の
街
店
先
に
溢
る
る
ご
と
き
水
仙
を
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
台
西
）
百
瀬
水
枝
子

丁
寧
に
や
す
り
で
爪
を
整
へ
る
あ
し
た
女
孫
に
会
ひ
に
行
く
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
田
新
田
）
末
澤　
章
子

縄
張
り
の
誇
示
と
は
云
え
ど
鶯
の
今
朝
の
ソ
プ
ラ
ノ 

ア
リ
ア
を
歌
う

（
八
千
代
台
西
）
吉
田　
早
苗

窓
際
で
終
り
し
こ
と
の
口
惜
し
く
帳
面づ
ら
合
わ
せ
老
い
て
働
く
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選

「千葉がいちばん千葉県産フェア」～開催記念セレモニー盛大に～

運転免許証自主返納者への
優遇措置に関する協定を締結

消防本部事務連絡車が寄贈されました

男の雑学塾・全6回 陸上競技教室

　６月８日～11日、イオンモール八千代
緑が丘店で「千葉がいちばん千葉県産フ
ェア～タイ王国との交流に向けて～」が
イオンリテール㈱主催、千葉県と八千代
市の後援で開催されました。
　本年が日本とタイ王国の日

にちせん
暹修好通商

に関する宣言が調印され130年を迎えた
ことに加え、本市がタイ王国バンコク都
と友好都市提携協定を結んでいることな
どから、タイ王国との親善フェアとして
開催されました。
　千葉県産フェアは、千葉県とイオン㈱
の間で結ばれた「包括提携協定」に基づ
き、県下33店舗で開催され、千産千消や
県の観光Ｐ

ピーアール
Ｒが行われました。

　11日、同店アゼリア広場で行われた開
催記念セレモニーには、イオンリテール

㈱の井出武美支社長をはじめ、バンサー
ン ･ ブンナーク駐日タイ王国特命全権大
使、森田健作県知事らが参加。会場では、
銚子はね込太鼓やタイ舞踊が披露され、
観覧席からは大きな拍手が送られました｡
そのほか、タイ王国産のマンゴーなどが
当たる抽選会も行われました。

　八千代警察署とイオンモール八千代
緑が丘店は、６月15日に同店アゼリア広
場で、運転免許証自主返納者に関する
優遇措置の協定を結びました。
　本協定に基づき、同店のサービスカウ
ンターで運転経歴証明書を提示した市
内在住の人には、記念品として、ワオンポ
イント300ポイントが入ったワオンカー
ド、Ｇ・Ｇワオン、ゆうゆうワオンのいず
れかが贈呈されます（１回のみ）。
　運転経歴証明書は、運転免許証の代
わりに身分証明書になるほか、提示する
だけで協力企業から、いろいろな優遇措
置を受けられます。

　詳しくは、八千代警察署 486-0110、
イオンモール八千代緑が丘店 458-
5211へ。

　八千代ロータリークラブ創立50
周年記念事業の一環として、消防
本部に事務連絡車が寄贈されま
した。
　５月27日には千葉市幕張のホ
テルニューオータニで開催された
記念式典で記念キーの贈呈が行
われ、29日に消防本部前で受納
式が行われました。
　今後は、事務連絡や予防査察、
救命講習会への出向など、幅広く
活用されます。
　６月９日には、服部市長から同
クラブに対し、感謝状を贈呈しま
した。

　男性のための料理、掃除の
仕方、市内施設めぐりウォー
キング、相続、遺言、税のお話、
コミュニケーション術など。
市内在住か在勤の男性対象。先着16人｡ 　　 ▲

日時　８月25日、９月１日・15日・29日、
10月６日・20日のいずれも金曜日。主に午前
９時30分～正午　

▲

費用　実費あり　

▲

申し
込み　電話で男女共同参画センター 485-
6505か直接同センター窓口、または件名を講
座名とし、氏名、年齢、電話番号、住所を書き、
メール danjo-c@city.yachiyo.chiba.jp へ

　専門の指導者が効果的な練習
方法を指導します（100m 走、長
距離走、走り高跳び、走り幅跳び、
ハードル走など）。市内在住の小
学４年～中学生対象（小学生は保
護者同伴）。先着100人｡
　

▲

日時　８月20日㈰午前９時～11時30分｡
小雨決行　

▲

場所　総合グラウンド　

▲

申し込
み　８月18日㈮までに電話で同グラウンド
484-4222または、件名を陸上競技教室とし、
氏名、年齢、電話番号、住所、性別を書き、メール
field@ycp.or.jpへ｡火曜休業日
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●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。受
け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午
後５時（午後４時～５時は483-1151へ）。市内在住の
人が対象です。企業・営利団体の利用はできません。

【あげます】 ▼額縁（Ａ３が入る大きさ）／９枚
【ゆずって・有料】 ▼足踏みミシン
◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーも
ご利用ください。市ホームページでも紹介していま
す。また、同センターでは、食品の放射性物質検査

（予約制）も行っています。

▲河内隆店長（左）と星野雅春署長（右）

▲

寄
贈
さ
れ
た
車
両

▲風
間
茂
会
長（
左
）と
服
部
市
長

市内在住か在勤の人が対象　 ▼見学日　９月30日㈯　 ▼申し込み　７月30日㈰から石井食品㈱のホームページ
のみで受け付け。コード番号「170414」で申し込みください　 ▼問い合わせ　同社工場見学担当者☎774-6769

石井食品工場見学
八千代市オリジナルツアー

▲抽選会がさらに会場を盛り上げました

イシイのミート君


